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右の写真は、市川小

太郎が、背負って来て

橋にし、困っていた村

の人たちを助けたとい

う伝説のある岩です。

大きさは、畳一枚分ほ

どもあり、岩の厚さは

約35ｃｍあると言われ

ています。

市川小太郎という人が江戸時代中ごろ樫山に住んで

いました。山から大石を背負い出してその石を橋にし

て村人たちを助けたといわれています。その大岩は、

現在、樫山の「宇出合」という所にあります。

みんなも行って

見るといいですよ。

僕は、この話を、

ぬかたの民話とい

う本で知りました。

もし、小太郎岩に

興味をもった人は

ぬかたの民話１を

読んでみてみて下

さい。


